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率（EF）、左室等容弛緩時間（IRT）、拡張早期波の減速時間（Dct）を測定し比較検討した。 
（結果）各群において年齢、体容量指数、心拍数に有意差は認めなかった。収縮期および拡張期血圧はCH群で
有意に高かった。RWTはCR群、CH群で有意に高値（p＜0.01）であり、LVMIはCH群、EH群で有意に高値（p
＜0.01）を示した。EFはいずれの群においても50%以上であり収縮能異常は認めなかった。各群ともE/A比は
1未満であり、Dctは延長していた。IRTはCH群、EH群ではNG群、CR群と比較し有意な延長を認めた（p＜0.05）。 
（結語）高血圧患者では左室形態リモデリングの差に関わらず心拡張能が低下している可能性がある。左室形
態リモデリングの進展に伴う心重量の増加は、心拡張能障害の進展に関与する可能性が示唆された。よって、
本研究は本態性高血圧において心エコー図検査によって左室重量係数を評価することによって心拡張能の指標
の一つになり得ることを示したものであり、本研究者は、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと認
められた。 
